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調 査 方 法：複数関係者からのインタビューおよび現地視察
. 問題の所在
明治以来､ 市町村合併という行政単位の再編が繰り返されてきたことは
周知のとおりである｡ ｢平成の大合併｣ とよばれる再編では､ 総務省の発
表で､ (平成) 年に市町村 (市町	村
) であっ
たものが､ (平成	) 年月には(市町	村	) とな
り､ その数がおよそ半減するという大幅な再編合併が行われたことが特徴
的である｡ 背後に戦時中を除いて近代以降初めての人口減少､ そして山間
地の過疎化と都市部集中型人口変動が起きていることがあげられる｡ 町村
などの小規模自治体は財政力､ 行政運営において将来が見通せないという
事態に直面し､ 多くの合併自治体が誕生した｡
こうした全国的動向のなかで､ 豊田市は平成の大合併により､ 
(平
成) 年	月､ 足助町､ 旭町､ 稲武町､ 藤岡町､ 小原村､ 下山村の町
村を合併して新たな豊田市をスタートさせた｡ 人口は	人 (
年月)､ 面積は愛知県で最も広く	ヘクタールを擁する中核市で
ある｡
市町村合併にともなう公文書管理については､ 総務省から各都道府県知
事あての文書が ｢公文書管理の適正化｣ として次のように回にわたって
通知された｡
① (平成	年月日付け総行市第号)
市町村合併時における公文書等の保存について
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② (平成年月日付け総行合第号)
市町村合併時における公文書等の保存の適正化について
③ (平成年月日付け総行合第	号)
市町村合併時における公文書等の適切な保存に係る一層の推進につ
いて
(

参照)
この総務省の指導がどの程度実効性をもったのかは明らかではないが､
合併にともなう公文書管理の課題がどのようなものであるのか､ この報告
では愛知県豊田市における合併時に生じた実態と課題を記録し､ 将来に向
けての公文書管理問題理解の一助とすることを願い報告としたい｡
報告内容として､ 複数の関係者からの聞き取りをまとめるかたちで行う
が､ 話者のインタビュー内容そのままを文字化するのではなく､ 話者の趣
旨に沿いつつ報告者が書き直すという方法を採用することとした｡ この調
査の目的が話者の細かなニュアンスに注目するというよりは､ 合併にとも
なう公文書管理の課題､ 問題を記録するということにその主眼があるため
である｡ それ故､ この記録内容の文責については､ ひとえに記述した筆者
に帰するものであることをお断りしたい｡
	. 合併にともなう町村公文書管理の経緯と課題
() 合併前後､ 旧足助町の公文書整理の経緯
) 旧足助町における ｢個人情報保護条例｣ の制定と公文書整理
(平成) 年度､ ｢個人情報保護条例｣ を制定するという全国的な
動きがあった｡ 住民から請求される文書の所在を共有するために､ どのよ
うな文書がどこにあるのかを明らかにする必要があった｡ 危機感を持って
いたが､ 町村の小さい役所であることから､ 問題ははっきり自覚していた
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ものの､ どのように解決するのか方法がわからず､ (平成) 年度､
(平成) 年度と過ぎてしまった｡ (平成) 年より､ 文書管
理のコンサルティングを入れ､ どのように整理するのかについて意見を求
め､ (平成) 年度中に足助町としての文書管理のルールを定めた｡
これは文書整理の手順書であり､ 条例化したものではない｡ これを受けて､
(平成) 年度後半から実施作業を行った｡ その後(平成)
年に豊田市との合併の話が出たが､ すでに年以上､ 足助方式で文書整理
をすすめており､ 豊田市方式に切り替えるという話もあったが､ 豊田市の
ファイル基準に遭わせるのは､ 能力上難しく､ そのまま足助町のファイル
基準法ですすめた｡
) 旧足助町における公文書整理の方法
はじめに､ 各課ごとに文書を一ヶ所に集めることとした｡ 足助町役場の
広さは大きくはなく､ まず文書がどこにあるかを確認する作業からはじめ
た｡ それまで各課ごとに公民館､ 廃校となった大河原小学校や山のなかの
倉庫に各課が好きなように文書を保管していた｡ そこには､ たとえば工事
関係の図面などが山積みとなっていた｡ これらを集め､ エクセルによって
足助町で定めた大分類､ 小分類にしたがって文書整理を始めた｡ 表題､ 所
属年度などをエクセルに打ち込んだ｡ この段階で％の公文書を整理し
たわけではない｡ とりあえず､ 通知文書､ 起案文書を各課ごとに整理した｡
エクセルの文書目録を検索すると文書の有無､ 保管場所をわかるようにす
ることをめざした｡ このようにすれば､ ｢個人情報保護条例｣ に対応でき
るだろうと考えた｡ コンサルタントのアドバイスで保管年限ごとに段ボー
ルに入れて保管した｡ こうすることで､ 廃棄の時も作業しやすいと考えた｡
合併にともなう文書整理では､ ファイルを簿冊化することとし､ 簿冊の背
表紙にはタイトル､ 保存年限､ 廃棄年限､ 戻す場所などを明記した｡
合併の話があったあと､ 豊田市と話し合い､ 簿冊単位に､ 豊田市の分類
289 ( 34 )
に従えば､ 当該文書が何課にあたるのかを明記する作業を加えていった｡
旧足助町の文書整理はファイリング方式であったが簿冊化して豊田市に移
管した｡ 移管した簿冊数は冊､ 目録リストは			冊であった｡
合併直前の文書整理は酷な作業であった｡ 会議室をつぶしてやったが､
整理の期間中､ ここは文書であふれていた｡ 担当者は文書の整理のやり直
しを繰り返した｡ 表題と保管場所を明確にすることを目標として作業した｡
旧足助町と豊田市で業務仕分けが難しい文書があった｡ たとえば､ 教育
行政と学校教育は町ではつだが､ 豊田市は分かれている｡ また旧足助町
独自の事業で､ 農林関係の補助事業などは森林課か足助支所管理か判断が
難しい｡ これは会計監査基準に従い､ 補助事業は本庁､ 集会所管理は支所
と振り分けた｡ 土地取得登記簿､ 戸籍簿などは､ すでにシステム化されて
いたので､ 目録リストには載せなかった｡ このように文書整理の過程で多
くの課題に直面したが､ そのつど判断を加えてすすめていった｡
() 合併にともない直面した公文書管理の課題
課題
｢個人情報保護条例｣ にともなう問題点である｡ ｢条例｣ は国や県から雛
形準則がくるので､ これにしたがって法整備はできるが､ これに並行して
文書整理をスタートさせるべきであったところ､ これができなかったこと
が問題であった｡ 足助町にはそこまでの体力がなかったといえる｡ 足助町
の場合､ 個人情報の公開請求があまりなかったが､ もし請求があった場合､
文書が存在しない場合の担保はなかった｡ ｢すみません､ 担当課がないと
いいましたから､ ありません｡｣ としか対応はできない状況であった｡
課題
どこにどのような文書があるのか､ 現在集めた文書がすべてなのか､ い
まも把握できていないことがある｡ 各担当課も人が次々と代わり､ たとえ
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ば工事の一連の文書をすべて担当課が把握することは当時もできてい
たかわからない｡ しかし各担当課に ｢この文書ありますか？｣ というとほ
とんどの場合､ 文書が出てきていたので､ 特別な問題意識や危機感をもっ
ていなかった｡
合併が決まったあとは､ 豊田市の当時の庶務課に足助町はこのように整
理をしているが､ と相談したところ､ 早く方向転換をして豊田市と同じ分
類基準法で分類し直してくださいと言われたが､ かなり簿冊化の作業が進
んでいて､ それを解いてもう一度やり直すということは難しかった｡ 要は
どこになにが保管してあるかが大事であると考え､ これに豊田市の何課に
対応するのかを記入することで､ 対応した｡ 合併前に豊田市方式で整理を
するように豊田市からお願いがあったが､ 実際には足助町の方針で行われ
た｡
課題
話者は当時､ 足助町役場の総務課所属で年齢も若かった｡ 文書管理や廃
棄はみなやりたがらなかったので､ 自分がやったが､ 役場内で文書管理の
危機感を職員に持たせるのが難しかった｡ 当時の町長に相談して役場内で
研修会を開き､ 現在の文書管理がいかに危険な状態であるかを訴えたとこ
ろ､ 職員からの賛同を得ることができ､ 文書管理チームが発足した｡ その
あとは､ このチームで取り組み､ 実際に文書を移動させる作業なども行っ
た｡ ｢やる気｣ を出してもらうのがすごく大変だった｡ これが(平成
) 年度の頭であった｡ 行政職全員を集めて､ 夜､ 会議室で研修会を行っ
た｡ ｢こうしなさい｣ というのは簡単だったが､ 若かった故に､ 行うべき
理由をみなさんに納得してもらうのに苦労した｡
課題
書庫でご覧いただいたように､ 文書の簿冊化に経費がかかったことがあ
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る｡ 段ボールはじめ､ 消耗品などに万円以上かかった｡ ｢今のままで
問題がないではないか｣ というのが多くの職員の意識であり､ 予算計上へ
の理解が低かった｡ みな危機感は持っていたが､ 終わりがないシゴトであ
ることから､ 賛成が得られにくかったのだと思う｡ このとき､ ､ 
(平成､ ) 年度の年間で文書整理を行うつもりだった｡ 職員には
｢個人情報保護条例｣ に対応することと､ 合併問題があったので､ 文書管
理がなされていないと合併先に迷惑がかかるという理由で納得してもらい､
経費予算を組むことと研修が行うことができた｡ 合併ということがあって､
予算化や研修が行えたといえる側面もあったと思う｡
課題
各町村ごとに文書管理の方式は異なっていたので､ 合併にともなって､
他町村の実態も調査した｡ 旧藤岡町は合併前に豊田市と同じファイル基準
法を採用していた｡ 旧藤岡町に視察に行ったが､ すでに藤岡町方式の文書
管理がきちんとできていた｡ 豊田市への文書移管ではそのままのかたちで
移管したのではないか｡
文書のなかで整理が難しかったものについては､ 豊田市さんから示され
たファイル基準表や背表紙の書き方などにしたがって豊田市方式で整理を
行った｡ 他町村､ 旧旭町や旧下山村は豊田市から示された基準表にしたがっ
て整理されたと思う｡ 足助町のみ時期的に豊田市方式に合わせることが難
しかった｡
課題
ふりかえって､ こうしておけば良かったという悔やまれる点がある｡ 
つは､ すべての文書見つけていないのではないかという不安である｡ 図面､
航空写真､ 旧図が役場内の部屋の隅っこにおいてあり､ これらについて､
どうするか指示しなかったので各倉庫の隅にそのまま眠らせていると思う｡
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簿冊化の時に時間がなく､ 充分に精査をしていないので､ そのなかには書
類が混在している可能性がある｡ また､ エクセルに記録するときに､ つ
の簿冊内に複数の異なる件名が入っていたかもしれないが､ これも完全に
精査して入力したとはいえない｡ こうしてくださいという指導をするだけ
の力がなかった｡
課題
もうつ悔やまれるのは､ 公文書の廃棄簿がつくれなかった､ というこ
と｡ 何を廃棄したか記録できなかった｡ 必要なものだけエクセルに入れな
さい､ という指示しか当時はできなかった｡ 何が廃棄されたかは重要な事
柄であるのだが､ 当時の足助町の体力とマンパワーではできなかった｡ 他
の町村もつくれなかったと思われる｡ 誤廃棄の可能性もある｡
課題
電子データについてのその後の取り扱いが把握されていない｡ 旧足助町
のようにお金がなくても､ パソコン導入､ サーバーやデスクトップにデー
タを入力していたが､ その電子データはどうなったか心配である｡ 添付資
料などを電子化していたが､ 特別な教育もしなかったので､ エクセルなど
に入れたデータはどうなっているかわからない｡ これらは旧足助町のサー
バに入っていたが､ いつのまにか物理的に撤去されていて､ 情報がどうなっ
ているかわからない｡ バックアップをとっているかもしれないし､ 豊田市
本庁の方に移されているかもしれない｡ このように電子データの移管先が
決まらなかった｡ またデータ保存方法もルールがなかった｡ データを文書
と見た場合､ どのデータがどこの課に属するかということも整理できなかっ
た｡ データ管理については情報システム課の管轄内に入ったが､ これらの
データを担当各課につなげるまでは行えなかった｡
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課題
文書整理をはじめる過程で､ 職員への公文書についての再教育をきちん
とやるべきだった｡ こうしたことはトップダウンで行われるべきだが､ で
きなかった｡ 役場の若手職員が取り組むのみで､ どの文書に原本性をもた
せるかなど法的問題もあったが､ これも決められなかった､ 時間がなかっ
た｡
その他の課題
旧足助町は､ 合併前の足助町段階での整理､ そして合併にともなう整理
と段階の過程を踏むこととなった｡ 整理をする前､ 簿冊や文書類の表紙
はその多くが書かれておらず､ 時系列のまとまりもなく､ 文書は横ずみで
ぐちゃぐちゃであった｡ しかし､ それで仕事はまわっていた｡ 年半で､
文書類がきれいになったのは奇跡であったとも言える｡ 当時､ 足助は人口
が人､ 役場の行政職は人体勢であった｡
他の町村から文書管理を視察に来たことはあったが､ そのままとなって
いた｡ 文書管理システム化の研修はあったが､ 新たな文書整理についての
研修指導で､ 過去の文書については､ どう保存管理するのかについての指
示はなかった｡ あるべき公文書がないということを､ いつ結論を出すのか､
ほんとうに心配である｡
旧町村文書は､ (平成) 年度､ (平成) 年度､ (平
成) 年度の年間の整理作業の結果､ 現在の豊田市の検索システムに
載ることとなった｡ しかし､ 把握できていない文書がいまもあり､ 文書が
簿冊のとんでもないところに収められていたり､ 新たに公民館から出てき
たなど届けられることがある｡ こうしたことは､ いわゆる公文書管理に対
する考え方が確立していなかったり､ 危機感がなかったからであると思わ
れるが､ これらは旧足助町の問題のみとはいえず､ 豊田市にも同様のこと
はあった｡ 以前は､ 文書の自宅への持ち帰りもあった｡
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. 合併後､ 旧町村文書の保存管理について
豊田市総務部庶務課は(平成) 年度から､ 緊急雇用で文書整理
員を増員し､ 旧町村公文書の現物確認とリストに載っていない文書の確認
をすすめている｡ リストにない文書は未登録とし､ また歴史的文書を豊田
市の基準に合わせて拾い出している｡ 旧役場の書庫にそのままある文書に
ついては､ 少しずつ本庁へ移しているが､ 所在が明確なので､ 庶務課の許
可を得て閲覧が可能となっている｡
合併前の文書整理の方法は自治体ごとに異なっており､ 旧足助町､ 旧藤
岡町はその整理方法のレベルが高かった｡ 現在､ これらの旧自治体で整理
しきれていなかった部分は､ 未登録として､ 総務部庶務課の職員が探しに
行き､ たとえば ｢足助町文書｣ として登録を終えつつあるところである｡
登録が終わっていても､ 内容と突合する作業もしている｡ また､ 簿冊の件
名が内容と合っていなかったり､ 簿冊内に別件が綴じられたりしている場
合もあり､ これらは新たに登録し直す作業をしている｡ 図面の整理は悩ま
しく､ まだ整理できていない｡ 同じ図面でも原図､ 焼いたもの､ 最終的に
冊子にしたものなど､ どれが最終図面かわからない｡ 工事関係図面はそこ
ら中においてあるが､ 動かすとわからなくなるので現状維持で保留してい
る｡ 旧藤岡町は突合率が非常に高く､ 図面も含めて未登録が少ない｡ 旧藤
岡町はファイリング番号､ 箱番号などきちんと整理されている｡ 旧藤岡町
は合併前に文書を整理することを役所をあげて行っていたからである｡ 旧
藤岡町には階建ての立派な書庫棟があり､ ここに文書整理､ 保管がなさ
れていた｡ 重要文書はカギをかけた部屋に保管するなど文書管理を徹底し
て行っていた｡
総評として､ 合併による文書管理の引継ぎがきちんと行われているとは
いえない｡ 合併にともない人事異動が大幅に行われたこと､ 組織の変更が
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行われたことで継続性が切れてしまった｡ このため文書を引き継いだ豊田
市では､ 旧町村文書の管理､ 保存､ 発掘を行っている｡
. まとめ
市町村合併にともない､ 公文書管理はどのような事態に直面するのか｡
また合併の過程で多くの文書類が失われたり分散したりするという話がき
かれるが､ その実態はいかなるものであろうか｡ こうした課題をもって､
われわれは本調査に取り組んだ｡
本調査では豊田市役所の全面的なご協力をいただき､ 合併時の公文書管
理の詳細な問題を､ 旧足助町を例に明らかにすることができた｡ 既述した
ように､ ここで浮かびあがった合併時の公文書管理の実態と課題は多くの
合併町村が経験された実態と経緯であると推測している｡
今回の調査をつうじて明らかになった点は数多いが､ 市町村合併は確か
に既存の公文書の消失をともないながらも､ 一方で旧町村がより大きな自
治体の一部へと転換することで公文書管理の重要性が自覚化され､ システ
マティックな公文書管理体制に組みこまれていくという過程でもあった｡
旧足助町では､ 公文書の整理を行う担当者等に ｢安易に文書を捨てるな｣
という指示が出されていたということからもわかるように､ 合併時の膨大
なデータを整理していくことは､ 行政職員にとってもたいへん困難な取り
組みであることが､ この調査から伝わってきた｡
以上述べてきたように､ 市民の財産である公文書記録の保存問題は市町
村合併という自治体の終焉と新たな自治体のはじまりのなかで､ あざやか
にその実態を顕わにすると捉えることができる｡
本調査については､ 豊田市総務部庶務課､ 豊田市足助支所に全面的なご
協力をいただきました｡ ここに深く感謝申し上げます｡
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なお､ この調査は年度中京大学特定研究助成 ｢市民社会にふさわ
しい公文書管理システムの構築に向けた総合的研究｣ に基き実施したもの
である｡
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豊田市における市町村合併と公文書管理の課題 280( 43 )
｢足助支所書庫で保存中の旧足助町から引き継いだ文書､ 文書目録
への登録 (整理) が完了したもの (現用文書)｣ 
｢足助支所書庫で保存中の旧足助町から引き継いだ文書､ 文書目録
への登録 (整理) が完了したもの (現用文書)｣ 
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｢足助支所書庫で保存中の旧足助町から引き継いだ文書､ 文書目録
への登録 (整理) が完了したもの (現用文書)｣ 
｢足助支所書庫で保存中の旧足助町から引き継いだ文書､ 文書目録
への登録 (整理) が完了したもの (現用文書)｣ 
